
理　事　会

第1回理事会は次の通り行われた｡

日　時　昭和37年10月26日(金)午後2時30分一千瑳4時

会　場　住友生命保険相互会社､ 5階会議室(大阪杭ヒ区中之島2丁目16番地)

理事出席者

芦田秦三､大林芳郎､栗山利男､鴻池藤一､小林大嶽､駒井英二､坂田携邸､沢村義夫､田宮息

蔵､橋爪恭一､林文整､接尾純堆

(16名車12名出席) (代理を含む)

監事出席者

塞)順一､里君達三良,福定秦一郎(4名車3名出韓)

欠　　席　　者

理事･藤沢重夫･益田豊彦､松永裟道､村山ゾウ､監事･松本幸三郎　　委任状･ 4通

議　　　　　事

芦田理事長が議長となり､根尾専務理弼洛議案の説明､生理星監事より質問､意見の開陳が

あって､次の議案を可決､決定した｡

第1号議案　財団法人設立､及び蕪料の叢采紹介専業､各理事の登記完了の報告､承認

第2号議案　　予算案の審議､承認

第3号議案　寄附行為一部変更及び基本金50万円を100ノJ帥こ聖額する件の富議､決定

第4号議案　轄運営方針の緑承認･財輔弼の処擬､艦別､醐給与娃(い　●

ずれも案)の承認

第5号議案　理事1名増員の件は､減塩一致で炎高塀之氏を維せん萎縮することを承認

議三峰著名人に流出藤一､林交雑両氏を議長より按頼して敬会した｡

銭高理事登記

新任理事鼓南岸之氏の理当通話.･&,軸37年11月14日完了した｡

;事　業　報　告

l　就労あっせんの事業

1.当センターが現在実施している紹介事業は､正規な意味での無料職業紹介迄には進んでおら

ず､求人､求職相方による相互選択方式のあっせん事業とみなさるべきであろう｡本事業は昭和36

年9月1日から､大阪庸労働部西成分室が施行していたものを､ 37年10月1日にセンター成立と同

時にうげっいたもので､次に表禾する事業報告は､すべて分室時代からのものを掲載し､大方の参

考資料とすることにした｡

2.第1表(裏面)に掲げた就･jj (あっせん)数は､一般民間の会社､事業所､工場その他によ

る日雇労務者の就労数であって､いわゆる飯場の数((ま入っていない｡

3.開始した36年9月の頚査は､不十分だったので同月の11､ 1町のこ項目は不明のままこれから

除外した3　したがって1回､ Hの比率の項で相方合計して100%にならない項もあることを諒承して

いただきたい｡ミその他ミの項は一般の手伝い､運転助手などである｡

4　37年12月末現在､即ち満16ケ月間の取扱件数(求人中込延件数)は37,752件､就労人員は45

21927名(第-表)となり,これがあげた労賃の総合計は413,111,669円(第3表)となっている,

5.単位あたり労賃i,a菜種､季節､時間等によって相違する｡最i部ま沿革荷役(港湾)の27年12

月におけるオー7',･ナイト(午前8時から翌朝5時頃迄)の2,400円､最伍が同じ沿岸の36年4月

の定時で792円となっている｡ 700円台はこの月,たけであとは定時850-950が普通｡尚書(船内

沿岸)運輸､土木､下請業とその仝掛こわ,tる16ケ月の平均).贋は､定時925FTl､夜勤し夕方6時

から翌朝6時迄) 1.183iLL ,1-,し-ナイト2.01銅となっている⊃ (第2表)

6.当とンクーの彊')-対象は､何等-,i.の遊山で由の職業安定機関に登築してないもの.JJi多い｡こ

れを啓蒙して､正鼻のIシートにのせることと､さらに常用化を.憲かることがセンターの王JJ言出事の

一つであるが､臨紫,'a到青もあって､現在這詮索T1.,割美し,'=敬は､約650名､常用的雇凧二転行せ

しめたもの約2,500名となっている｡

易上lt.訓練生をおくる

定職常用化を計る手段としての技能訓練､正式な用語では､ ｢転職妊進訓練生｣の募集に､大阪

府で毎年二田行れており､当'L:シターから､こ,i-.を実施している守口割線所(大阪専労宝宮紺産業訓

練課)におくった,jJ窮都ま次の通りであるっ

昭和37年前期　　,受付　　404'l　　　合格　18名

後期　　　受付　　　6名　　　合格　　　4名

昭和38年前期　　　受付　11名　　　合格　　　5名

訓練の識語は塗装と配管の二極で　資結lミリ､業対策事業紹介適格者手張を有する40才未満の男子

6ケ月の訓練期間再訪i懐を受け,t一日.ニつき､ 510 ｢｣の手当を支給するほか､各種の特典がある

が､本センターからの希望者は予想外に少菱'(てある｡これは訓練所のある守口,t･西成,から遼一二と､

510円の手当,だけでは､西成地域に.慕.する毎日の食住生活がかなljさゆうくって,Jまい,がということ

が､その理由に挙げられていろ｡

図　劇痛
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第3表　　　月　別就労賃金の総収入

湾i運　　輸!土　　木　異　　化1台　　言｢

5.597.｡97当　8.847.84晋12.703.87｡‖　｡.747,5｡｡Hj

7･577,360 !　　7.265.803　　11.978.670 1　　8,782.345

ll i　　7･約8･700 ;　　4.785,816 【　10,5151686　　　5,715,060　r　　28.515.262

121　7･700騨‖　3･198･975 r　6･863,920　　2･984･34日　20,747.579

37　1 ;　2･285･436　　1･8391055 1　1,291,816　　　　826,232　　　6,242,539

--1十二三旦　2･241I552ii l･825･362 1486回　8･9001"8

3 1　51639･427 1　　3.078.817　　　2.5÷旺24　　　2.114,664　　13,373.332

i

4　　　4･693･920 1　　3･234,894　　　5･411.100　　　2,661,990　　16.001.904

5　　　6･786･354　　　3,903･440　　　7,865,676 1　　3.728,010　　　22.2831480

6　　　5･985･765　　　3･000i908　　15･889･097　　　5.605.145　　　30.480,915

日　　7,182･736　　　3･295･382　　13･314･284　　10.0511845　　　33.8埋､217

8　　　7･188 338　　　2･951･905　　15･163･156　　12,081.147　　　37.389.546

澄昔年　71.483.036　　47,64幽　105,368.061　65.784.813　飾230.SOS

-~                    -                    -                  -   _

月平均　　5.956,919 1　3.960.366 1　8.780,672　　5.482.067 1　24.180.024

1日平均　　　198･563　　　130･212　　　　292,689　　　182,735　　　　801, 199

37　9　　　8･178･292　　　2･379･426　　1I,883.396　　13,468.400　　　35.909.514

~~~~~            -                                                 i-      _

10　　　4･900･108　･ 2･955iOt8　　10,713.536　　13,793.780　　　32.362.472

〟 ~ ~                           -                -              - -

11　　5･069･687　　　2･188･320 1　9･001･896　　li.5681234　　　30,830.937

′~             ~     i-                 i                                  -   _-

12　　　5-016･800　　　2･689･618　　　5･721.694　　10.270,298　　　23,728.440

4ケ月副　　23･194i887　　10､212･442 1　37.323,322　　　52,100.712 i 122,831.363

i

合　計　　94.6掴23 l　部56,838 i 142.691,383　117,885.525　　413.111.669

Ⅱ　飯場の就労

1.周知のように､普通に言う鮫場とlま､労樹する現場の近くに在すく､労務者を起居させるた

めの宿舎を意味する｡ただ､おうおう社会で問題となるのに､職業安定法上魔義を生じ､国の許可

なくして､直接労拗音を収容し職業紹介を行うための宿舎を8回一名称の飯場(ある場合くま人夫出

し飯場)といいならわしている｡

2.当センタ一枝その扱う労務者の特殊性と､あぶれを塵力ふせ(･主旨のもとに､現在のところ

それらの板場の求人にも応じている｡第四麦はその集計である｡

3.求人件数､就労者廷人員のいずれもいたって少数であるが､当でンターは話合いと相互理解

5)上,こたつことで､この薮を極少迄編めるよう努力している｡

4　これに就労した労務者の労賃は全蔀を総計して､ 5,922,187円であり､前記-殻就労とくら

べれ漂､いたって少額であり､就労数も減少の方向をとっている｡

第　4　衷

!　就　労　数
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Ⅱ　平均賃金
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H　職業･生活相談

の事業

上　相談事築.'ま第5表の数字であ

らわしている｡各相談の事項は､

革紐別成業沼介とちがって､すべて

正常f=ルートにのらないものが多い

相談ミ五霞に分けられ､そのうち職

業､家髪､身上の三韻目は互に槙適

しあい､更に綜瀞Lil通がからむのて

柵単.こかたづか気､｡いか'Pるt-す

かしいケース･パイ･ケースなので

一作あたりの消卿i調と駁員の労

力消勤ま融粍以上に大きい｡敦術を

身につけたい再訓練のことや梢用に

なりたい希望の相談､剥1人の依頼

これをみつけて早く連絡あるいは帰

郷させるようにしてほしいとか､さ

てi三夫重電呼Dt･目安:こいたるまでな

か亡か-il雑である.

2　事故禰談笑主､こ賃金不払.労

災処理,こ関することで､求人側から

封上市執こいつたあとの不就労､逃

亡､持ち逃げなど､救護は緊急な生

活費の個人的貸与たどである｡

3　='(員が一番てこずるの忠,い

つもたまとも'=労務者が､泥辞して

未て､日荻の布等､苦据馨現,i-ぶち

まけ,_.ときである｡およそ詳しが謹

めるまで延々二訪問位/.rミ連絡のない

話しを靖かなけれti'ならない簸員の

努力.Lま並大抵でない｡

泥轟の相手が農大の難物である｡一

一これは相談とはいえないかも知れ

ないが｡

(第5妾)　　蟻　業　生　活　相　談
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Ⅳ　医療と相談

1　センターに看護婦一之か紹

宝し､産後,J三村舞や深溝の手当を

行い若衆､投薬,i,,必要とするもの

くま済享会今,ii'診哀所に籍介して､

瑳費(実際註多くの場合駕料)を

受けろように手配している｡

2　もっとも多いのは外傷であ

って労覇者,たけに親愛や11撲筋が

圧倒的である｡内科は飲みすぎと

不規則史話からくる鞘ヒ器疾悪が

とび'まげて多いo　感目が少'･･_

ミ正総丸ミの愛好者がとても多い

耳　の:まは!まえまし･.

3　季節(鮎二8月､ 9月の酷暑

(こ外錐も内科藻忠も多いCjは,こ

の時脚こ労覇者の雉仏教が多いの

と男筋の激しさを示しているもの

と軸即される｡

4　センタ一閃辺の騎上で倒れ

たり､喧嘩で受けた登載など､急

を要するものは西成答案署のパト

カーをわずらわし､農期入院を必

費とするもの窪.西成区鮪郁事訪

所笛二相談してし.ろ｡

5　健康相談:ま主に陶郡を,心配

●　震詣三言,i:.三豊批

無料理髪

富●ろ三:謹器誓霊
ら短軸Er(髪券が配布されるが､セ

ンターの労紡喜一でこれを紬fげろ

ものti毎月40名前後にg)はって

いる｡

これについて｢あすこの散髪や

"でとらがりiこされたので､わしに

怒って百円非常1させ別なところで

かり,+よおした｡あすこの散髪やの

おやじにミもうお7縮まくるなミ　と

しわれた｡ ｣と正直に報鉦こくる

労筋舌もあって.職員を睡然たら

しめるやら笑わすやら｡

第6麦　　　　医　療　と　相　談
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あぶれに無料宿泊を世話
一一一一年末から年始の4日間

日雇仕事が極端に少〈なる年末､年始にかけて､あぶれ労務者が青,I,ン(野清)を余儀Jなくされ

る｡寒空に空腹をかかえて､空地に終夜身をさらすのだから､本人の苦しみもさることながら､暖

をとるための焚火捷火事の心配もあって.近所迷惑がおびただしい｡センターはこのことをおもん

.ほかつて､秋ぐちから労務者に貯金を勧奨するのだが､年末にはやは′〕栖当な稿にとまれない労坊

者が出る｡聖埜理一通観出史｣脱着によ各自一流的樽
崎宿所を急設し間に合わせた｡

昭和37年の年末にもこ納予想されていたので.センターでま和束､慈善鍋基金の-,-.I/-,,:I

･大阪市鵡醒一胱労務者珪とめて改革する敦雌に牧瀬し一国蛙こ晒I照

薬害と協議の上､大体の対処計画をたて､情勢をみきわめていた0

37年の大晦日干后8時填までは異常を認められたかつ'tが､ 10時近く数十名のJ労務者が陣照窮

署に無料宿泊のあっせんを求めて来た〇直ちに同警察署と-ピンクー0)両首脳勧紫色協議した耕t

とりあえず同署員の手をわずらわして､これらのヅ橘者を簡易詰所に加,iさせ､その費酷よピンツ

ーが支出することにし､ 31日夜陰液の鑑を腹きつつ64名を13の簡易出所に合招きを､な/調/i',J'J)

飢賞確沫する,tめセンターの搬l圭､三森厚生韓長､今･'-Ll,主事が深夜これを探し色目) ( ,'･時間零

時過ぎたので再往も休業) ､ようやく輝けlfJ前田クシソ,I-木祖こrJ立つ(+.鮭巴を頼′｣で尊大

しそれぞれ.二配jJ･した｡

購て酬元旦にくま､このケースが多くなることを予想して､柄締硝碗護である且釜通達二_

元旦['J･ら3旦三で二ilJらif,極道三,l通達

4日間にわたって次のように労務者を舗白せしめた0

12月31日　簡　易　清　所　64名

1月1日　浪　速　寮　38名　　白　球　娼　2　名

2　日　浪　速　寮　71名　　臣　窮　極　55名

簡　易　稀　所　14名

3　日　浪　速　菓　64名　　白　焼　蝕　55名

以上延363名のあぶれ,jJ･Zi者I/=結合と食事を提供し､掴からは極力木人達が働くように説得し

みん納得の上姉離した｡また救世軍キャンプに12月-から2肝句迄､ -とンクー直接に諒

泊依頼した労該者は46名にすぎなかったが､軸に-申込んた西成地域の労務者は延教官名にの

ぽったようてある｡

なおこ6)事業の実施にあたって､融警察署は玉垣署長始め､当蘭こあたった首-識見の多

数各位がよく西成地域の特殊性を認識されて､協力､援助賜ったことに翻する次第であるっ

l関目

｢年末友の会｣-奨励金付き貯金

争諦二待て､ -虫--に-されるの<･.これを乗｡切る鰯者の自助醒動の

費舞,?一つとして｢年末友の会｣を発案し､これを労務者に船かけ/-=｡

こi-I.kl口10円､ 1人当り3日ま{･･毎日センターに納入(貯金)

!紺-らこれを騨した掴まじめての武の上､

し､ センターはこれに50%の

pRの期間が数日にすぎなかったので･見

塁つきtJ･nたが､参加を唖T=Jjj･務者(I 122名にのぼった｡これ-李､センターに求職にくる

_輔細･000名(この季節がもつと-,)として10･0%験の割合とな年初の試みとして

畠まあまあの成績とみられ､参加した鰯者が更にこれの-荏-したことに､われわれは

還る.･,ノよくした0

122名の積立金総額　　　70･060円

･=シターの奨励金支出　　35･030円

入会貝の平均年令　　　　　　32･5オ

汗Iftンクーはこのためll-･1,作成し､ -自尊(ケース･ワーク)する手かかりをつく｡､

諜樹弛強化をすすめるなどの一助として､新年度にもこれを実施する予定であるo

事　故　の　処　理

我こ.-.tする･暇処理は､処理完了迄に相当時日を要したものだけを収録したもの{-1日頭や電話

齢黒で軸こも6)わかりよく即日解決したものは入ってい,か｡事故の種膜およそ次の二

一　=･rr,,-J

l.賃金に関する事故処理

雲瑠件数　99 ,処　理　銃　　未　処　理　9

･,)i.薯おくり10　　臨ま警･,,.J'著相談コーナーおくり16

･麹件数･?90.0%までま､いわゆる人夫出し飯場でおこつたものですべて賃金不払に起因して

貫眼且



一声?;･'詑逢二主-･ナン

いろ｡すなわち､求人条件の中で示した賃金支払日に払わず､あるい鞘基法23条で許されている

退職した日から7日以内に支払完了し-のか大多数である○おおかた掘旺20日も言を左右に

してひさのはすのが多く､この間飯場と労務者の軸こ立って調整す利潤の融とエネ′声この消

費は並大抵でか｡なお以上の事故をおこしたところ-販店-少く､他府県に多い｡連結して

も移転してしまって､席所不明といった場合もある.

2.労災に関する事故処理

受理件数　43 ･処　理　40 ,未　処　理　3

内容は休業保償金の立替金請求の相談である〇これは日雇労務者の生活基盤のもろさを物語って

いるといえるo負媒たは疾病のため休業すると､忽ちその日の生活が翻されるため､岡の保僻

する休業保償金だけが唯一の収入源となる｡その給付は早くて20日-30日もかかり､ここに業者に

対する立替請求が無理もない要請となってくる｡

これは法と実際のむずかしぎであり､センターとしても労簡祷社の面から大きな課題として検討

しなければならないことである｡

地元の各代表と懇談

センタ~の甥には多WJu拙策,. ,H.'辺に及軸擬も少くれので､地元の協力-Jを･S●

願う≡指で地域代表との餓会を胴38′白月23時後6時から､ノ--綺区以和賀拒牒

した｡

会は間中大阪剛佃の挨lS{･こつ･一･で地元+,諸の意見の開陳とこ,?.J･･ニ聞鵬,Jfら二間W.rll

関係的説明や懇篤な協九万依頼があり､加えて-区選-卿議会議員三谷久男､円実野順､

同未練の三氏､西騰察署長(個) ､ -曙長-誠の各氏から意見の発表もあ星川5-i-ぎI"Ix

会した｡

当日の地元出席者は下記の通りであった｡ (敬称確)

(20)

日赤荻之茶室地区連合団長河合福由､萩之茶動､学校pTA会長蝦絶大､萩之茶

後援会々長　市原竹夫､萩之茶-社会々妄　朝田善吉､萩之茶室地区民生委員長　植田

萩之茶B/｣､学校pTAHIJ会長･西入船町団長　矢野一幸､萩之茶室日赤連合婦人部長

子､萩之茶墨婦人会長　特技-ツ子､萩之茶屋未亡人会長　内海登美子､東田町団長　浜

今池町田長　川村喜一､甲岸町田長　宮地重短､四条両町間長　吉田繁重､四条北町団長

鶴見橋北通町団長　柳)帽次郎､大阪府簡易宿泊所環境衛生同業組合剰暖　大西元徳｡

雇　用

雇用主に本財団の組織や事業方針を理解していただき､ ,労務者の識場開宛に一層協力を願い､双

方の胴';を円滑にする目的で昭和37年12月17日干后2時から､西成警察署三階講堂で.雇用主懇

談会を開催した.招待した雇用主(業者側) 65名のうち出儒者は28業者31名,･,･参加した｡これ,二田

成警察署並に本財団の関係者十数名が列席した｡

はじめに本財団松尾専務理事の､

ったのろ､次の諸点

1.センターと分室について

2.失業保険金等追徴金納付について

3.腕章の発行について

4.労務者手帳の発行について

等双方から詳細な協議と打合せがあり､この間玉垣西成署長､法王同次長､

高)などi･-あって財団から今後の協力を態雷､ 4蒔過ぎ紘会した.

当日-'i>IJnの雇用主代表者!3･次の通りであったこ()'ツコ陣地聞ヽ妻書名､中一,r,i敬称峨)

共進KK (以下KKは牒昌) (桶谷末蔵) ､諌止i組(林秀吉) ､木津川クレーン(豊瑳勝広) ､中

谷運輸(安田勇､立崎竹次郎､武内実) ､双葉組(森信雄) ､高来運輸(馴勝) ､近畿プライク

ツi･'(伯楽) ､長堀運輸(木村米蔵､赤尾受難) ､間口運輸(文殊四郎義一) ､大阪防水建設社(

宮崎道-) ､大-運輸(松田武) ､上組(村上芳彦) ､酒井築炉工業所(剛高三) ､大阪港酬÷

圏
議
題
圏
圏
圏
臨
調
閣

会読悲主

立設団質末辞謝
.
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す十人に局当署察管成田ど者会参



莱(村松勘､通運(細怖三)､大阪水痘上敷建武隙､蘭｣｣組(北村-jil ､海陸運輸(筒弄

幸的､ jL二運輸･'磐梯拍)､刊t田海運(.Pl勘盲､村木前会(駆巨､-r計､腿鞍

上麺喧_退社選単､赤誠組(菱川章一) ､些些二堕蓬支社高上妥･L･ I ､本村工据(良

原三雄) ､ ,-_工梯占(池田慶次郎1 ､一釆着順
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